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ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

「学校通信」はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ（Facebook）」も更新中です。本校のホームページにてご覧ください。 

 

 

●後期のレポート提出最終締切日は、2017年１月６日（金）17 時です。 

（郵送は当日消印有効） 

 

 

http://www.ymcagakuin.ac.jp/


 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

「もう一度。何度でも・・・」 

 

ルカによる福音書５章１－１１節には、ペトロが弟子にされた時のことが記されている。漁師であった 

ペトロたちが一晩中、漁をして何もとれずに疲労感に支配されながら網の手入れをしていると、イエスが 

やってきて人々に話をするのに船からさせてくれと乗り込んできて、話が終わると「沖に漕ぎ出して網を 

降ろし、漁をしなさい」（４節）と言った。ペトロが夜通し苦労したが何もとれなかったことを話し、「しかし、

お言葉ですから」と言って従った時に、今まで経験したこともないたくさんの魚がとれて「主よ、わたし 

から離れてください。わたしは罪深い者なのです」（８節）と言った。しかし、イエスは「恐れることはない。

今から後、あなたは人間をとる漁師になる」と言われた。ペトロは、網と船を捨てて新しい人生を歩み 

始めたのである。 

ペトロがイエスに何を言われても自分の疲労感や失望感に支配されて、「もう一度」網を降ろすという 

ことをしていなければ、イエスに出会うこともなかったし、新しい人生の出発もなかったと思う。 

どんなに自信がなくても、どんなに打ちのめされていても、もう一度チャレンジして行くことが私たちに 

求められており、神のその招きに答えて立ち上がった者だけが新しい自分の姿を見るという経験をするのだ。 

（『生きる力』春名康範著 キリスト教団出版局 より） 

 

このテキスト（『生きる力』）は、ＹＭＣＡ学院高校の宗教（「体感するキリスト教」）のスクーリングで 

使用している教科書です。ほかに、「初めて知るキリスト教」「聖書に親しむ」「現代に生きるキリスト教」 

の講座があり、それぞれ異なる教科書を使用しています。 

ほとんどの生徒さんは、このどれかの講座を履修しており、それぞれたくさんの言葉に触れてきました。 

もう一度教科書を取り出して、読み返してみてください。こころに響く言葉に出会うことができると思います。 

まだ履修していない生徒さんは、「講座概要」を参考に次期に登録して、その教えに触れる時間を持って 

ください。 

（事務長補佐 松本好史） 
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今月のトピック 
 

 

クリスマス献金のお願い ～俺、つまらんことしてん～ 

 

YMCA ではこの時期、クリスマス献金のお願いをしています。 

クリスマス献金は、ＹＭＣＡが行っている弱い人や必要とされる人、子ども達の 

ための地域奉仕・国際協力の活動に捧げています。生徒たちの居場所である 

「わいわいカフェ」にもクリスマス献金を用いています。 

最近、あるクラスの生徒が「俺、つまらんことしてん」と話しだしたそうです。 

電車の中で妊婦さんに席を替わったこと、たくさん荷物を持っている人を手伝った 

こと、その話を聞いた他の生徒も、お米を持っていて重たそうだったので手伝った、 

そんな言葉もでてきました。照れながら話す生徒たち。声をかけるのにどれほど 

勇気がいったでしょう。 

心の中の葛藤を超え、行動した生徒に拍手を送りたいものです。「最初の頃の生徒 

たちを思うと、その成長に感激してます」とわが子のように成長を喜ぶ教員。 

その姿に、この仕事に就けている幸せを感じます。 

クリスマスは特に、困っている人、苦しんでいる人に心を寄せ、クリスマス献金を 

集めます。献金を集めること、また献金での活動も生徒の成長の一助となり、必要と 

されている人々の人生を輝かせます。どうぞ趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い 

申し上げます。 

 

＊クリスマス礼拝：１２月 3日（土）11：00～12：00 

          大道教会 

＊街頭募金   ：１２月 3日（土）13：45～15：45 

          ＪＲ天王寺駅周辺 

 ※時間や集合場所、活動内容の詳細は同封「クリスマス礼拝」と「クリスマス街頭募金」の案内を 

ご覧ください。 
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2016年度アジア学院大阪研修～生徒の大活躍～ 

 

11/11～13、南ＹＭＣＡにて毎年恒例のアジア学院大阪研修を実施しました。 

アジア学院のアジア・アフリカの学生の西日本研修の研修先のひとつとして当ＹＭＣＡに来られました。 

実行委員、ホストファミリーをはじめ、本校の 4人を含めた多くのボランティアが運営に携わりました。 

生徒はボランティアとして参加しました。 

１日目のウエルカムパーティーでは２人の生徒が司会をつとめました。 

 ２日目午前は、基調講演野宿者ネットワーク代表者、生田武志さんの講演を聴きました。 

午後からは、釜ヶ崎支援機構（ホームレス問題）・いのちの電話（自殺問題）・関西沖縄文庫（差別問題）の 

３つのフィールドワーク研修にわかれ、生徒も参加しました。参加した生徒は、「大阪だけでなく世界の 

こととして考える機会を得てよかった」「アジア学院に行ってみたい！」との声もありました。 

最終日のフェアウェルパーティーでは、グローバルクラスの生徒は、いままで培ってきた英語力を活かし、

大変しっかり英語での司会をしていました。 

また生徒が必死に考えた「英語で質問」タイムでは、会場のみなさんをおおいに盛り上げてくれました！ 

これこそヤングパワー！！！それ以外でも受付・誘導、会場設営片づけ等運営面でも大きく力を発揮して 

くれました。 

生徒にとって、この研修を通して日頃接することが少ないアジア・アフリカの色々な人と触れ合い、 

役割を全うしてやりがいを感じられる 3 日間になったようです。 

 ※アジア学院：栃木県那那須塩原にあり、アジア・アフリカの農村の指導者を招へいし、指導者養成を 

  行っている学校 
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日 曜 行事予定など 

11   月 

11/22

２２ 

火 特別活動：「映画鑑賞会」（14:00-16:00） 

11/23 

 

水 勤労感謝の日、大阪ＹＭＣＡ大会 2016 

11/25 金 講座「産業社会と人間（仕事について考える）」（6限目）、放送視聴申請書提出締切日 

11/28 月 〔後期２回目学習状況報告〕発送予定 

12  月 

12/1 木  

2 金  

3 土 特別活動：｢クリスマス礼拝」・「街頭募金」 

） 4 日  

5 月  

6 火  

7 水 PCルーム開放（16：00～17：00） 

8 木  

9 金 特別活動：「ホームルーム」  PCルーム開放（16：00～17：00） 
特別活動：「進路ガイダンス」（15:00～16:00） 

10 土  

11 日  

12 月 〔後期３回目学習状況報告〕発送予定、 PCルーム開放（15：00～17：00） 

16 金 特別活動：「まち美化」 

20 火 〔学校通信〕発送予定 

21 水  

22 木 後期通常スクーリング終了 「学習アシストルーム」終了 

23 金 （天皇誕生日）冬期休暇始まり（～1/4） 
24 土  

1 月 

1/4 水 冬期休暇終わり 

1/5 木 PCルーム開放（15：00～17：00） 

1/6 金 
後期レポート提出最終締切日（学校窓口 17：00、当日郵便消印有効） 
PCルーム開放（15：00～17：00） 

1/10 火 卒業予定者学外単位申請締切 

1/11 水  

1/14 土 大学入試センター試験 

1/15 日 大学入試センター試験 

1/16 月 センター試験自己採点 

1/19 木 1/5以降返却の「再提出評価レポート」提出締切日（17：00学校必着）、 

1/20 金 〔学校通信〕発送予定 

1/25 水 〔単位認定テスト受験資格確認表〕ほか発送予定 

1/26 木 〔課題式テスト〕発送予定 

冬季休暇中はレポートの学校提出は 

できません。 

スケジュール（11/22～1/26） 
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【「学習状況報告」】  

■「学習状況報告（２回目）」発送：11月28日（月） 

11月25日（金）までのスクーリングの出席回数とレポートの提出状況を記載いたします。 

スクーリングの出席回数とレポートの提出状況について、各自でしっかり確認しておいてください。 

※残りのスクーリングについては、「個人時間割」と各講座の「学習計画表」で確認し、必要な出席時数を 

クリアするようにしてください。 

※｢個人時間割｣をなくしている場合は、再発行しますので事務室で申し込んでください。 

※各講座とも、補講はありません。十分注意してください。 

※まだ提出していないレポートと「再提出」評価のレポートを確認し、最終締切日〔1/6（金）〕までに 

確実に提出するよう注意してください。 

■「学習状況報告（３回目）」発送：12月12日（月）頃 

■後期最終「学習状況報告」発送：１月25日（水）頃 

各講座の単位認定テストの受験資格の通知とともに発送予定 

 

【レポート提出】 

■後期レポート提出最終締切日：１月６日（金）17：00（郵便は当日消印有効） 

提出する時は、出し忘れがないよう十分気をつけてください。 

バーコードシールを必ず貼って提出してください。 

※レポートやバーコードシールをなくしている場合は、再発行できます。事務室で申し込んで 

ください。 

■レポート各回の提出締切日が過ぎていても、最終締切日までに提出すれば大丈夫です。 

■まだ提出していないレポートは、早めに提出するようにしましょう。 

提出しなければならないレポートがたまってくると、仕上げるのが大変になります。毎日少し 

ずつでも取り組み、提出するように心がけましょう。 

■返却されたレポートは、「再提出」評価がないかどうか確認し、「再提出」評価のレポートは、 

再度取り組み、早めに提出しましょう。 

 ■一人でレポートに取り組むのが苦手な人は、火曜日と木曜日に実施している「学習アシストルーム」 

を利用することをおすすめします。 

  

【「卒業意思確認書」の提出】 16年度後期卒業予定者対象 

 ■16年度後期に、卒業できる見込みがあり、また生徒ご本人に卒業の意思を確認させていただいて 

いる方には、「卒業意思確認書」を提出いただくようご案内しています。 

■まだ提出されていない方には、今回「卒業意志確認書」を同封しています。必要事項をご記入の上、 

11月 21日（月）までに、担任まで提出するか郵送するかしてください。 

 

 

 

教務からのお知らせ 
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【ＰＣルーム】 

 ■情報系講座のレポート作成のため、以下の日程でＰＣルーム(3階)を開放いたします。 

 

 

12月  7日（水）16:00～17:00 

12月  9日（金）16:00～17:00 

12月 12日（月）15:00～17:00 

1月  5日（木）15:00～17:00 

 1月  6日（金）13:00～17:00 

 

 

【「スクーリング代替課題」のある講座】 

■理科・芸術科・家庭科・英語科・体育科各科の一部と宗教科の各講座には、スクーリング出席時数が 

不足する場合に提出する、「スクーリング代替課題」があり、該当講座のレポートの袋に入っています。

（クリーム色紙に印刷されています） 

■出席時数が不足する場合は、「スクーリング代替課題」を提出し合格すれば、スクーリング出席 

として認められます。（「スクーリング代替課題」があるのは一部の講座のみです） 

ただし、「スクーリング代替課題」で補える数は、講座ごとに上限が決まっていますので自分の 

出席時数をしっかり確認してください。 

■「スクーリング代替課題」は、学校が指定するテレビ・ラジオ番組の視聴を課したり、 

学校が指定するフィールドワーク（展覧会鑑賞、教会礼拝出席など）を課すものです。 

■指定されているテレビ・ラジオ番組は、放送日が限られている場合があり、また礼拝など曜日が 

限られているものがあります。 

■「スクーリング代替課題」提出締切日：1月 6日（金）17：00（郵便は当日消印有効） 

■上記の質問などは、各講座担当教員に確認してください。 

 

【「体育」補充スクーリングについて】 

■出席時数が不足の人を対象に、以下の日程で補充スクーリングを行います。  

  補充スクーリング＋代替課題で出席時数を補えます。 

  （「体育」以外は、補充スクーリングはありません） 

体育 a1・2 
12月 16日（金） 

a1→2・3限目・a2→4・5限目 
補充スクーリング２時間＋代替課題２枚（４時間） 

体育ｂ1･2･3･4 1月 11日（水）2・3限目 

体育ｃ1･2･3 1月 13日（金）2・3限目 

体育 e 1月 11日（水）4限目 
補充スクーリング１時間＋代替課題１枚（２時間） 

体育 g 1月 11日（水）5限目 

■詳しくは「学習計画表」と「個人時間割」で確認してください。 
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【「調査書」「推薦書」の発行について】 

■大学・短大・専門学校に出願する際には、高校が発行する「調査書」が必要になります。 

各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、「調査書」が必要な人は、担任を通して 

申し込んでください。（申込みから発行まで、1週間かかります） 

■「推薦書」が必要な場合は、作成に時間がかかる場合もあります。担任まで申し込んでください。 

（申込みから発行まで、1週間かかります） 

（「調査書」「推薦書」については、「進路支援からのお知らせ」P.13参照） 

 

【ホームルーム】 12月 9 日（金）（特別活動 1時間） 

■ホームルームは、今後の日程および「単位認定テスト」についての確認等です。 

各自の時間割には載っていませんから、書き入れておいてください。 

■クラス別の時間は次のとおりです。教室は当日掲示します。   

 時 間 ホームルームクラス 

6限目～ 

7限目始め 

15：00～15：30 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 3H 3I 3M 

15：35～16：05 1A 1B 2A 2B 2C 2D  2M  

       

【冬期休暇および休暇中のレポート提出】 

■12/23（金）～1/4（水）は冬期休暇です。この期間は事務取扱を行いません。 

（｢事務室からのお知らせ｣P.12参照）  

■レポートの提出期限が、冬期休暇期間である場合は、郵便のみ受付、提出日は郵便の消印日です。 

■冬期休暇中、レポートは学校窓口では提出できません。レポートを直接学校に提出する場合は、 

12月 22日（木）まで、年始は 1月 5日（木）からとなります。 

■レポート提出の最終締切日：１月６日（金）17：00（郵便は当日消印有効） 

 

【特別活動】 

 ■卒業要件：30時間以上の特別活動への参加が必要 

  ①クリスマス礼拝：12月 3日（土）11：00～12：00（1時間の認定）（同封の案内参照） 

    ②街頭募金      ：12月 3日（土）13：45～15：45（2時間の認定）（同封の案内参照） 

③進路ガイダンス：12 月 9 日（金）15：00～（1 時間の認定）（「進路支援のお知らせ」P.10 参照）  

               

※①②③とも参加希望者は、必ず事前に１Ｆカウンターに申し込んでください。 
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【指定校推薦】 

指定校推薦の選考は、随時行っています。希望者は、担任まで申し出るようにしてください。 

指定校推薦出願までの流れは、下記のとおりです。 

   指定校推薦の申込み（1人 1校） ⇒ 保護者同伴面談 ⇒ 校内選考 ⇒ 出願 

 

【推薦条件について】（『それぞれの未来へ』P7参照） 

■公募制推薦の場合、本校が推薦書を発行する場合の条件は下記の通りです。 

①前期終了時点で 54単位以上修得していること 

②指定校推薦の場合、前期終了時点で 60単位以上修得していることと、 

③「校内生活上のきまり」の「担任注意」を２回以上受けていないこと 

 

【専願での出願】 

■専願で大学・短大・専門学校に出願する場合、合格すると必ず入学することが条件となります。 

他の大学・短大・専門学校を併願することはできませんので出願の際には注意してください。 

 

【推薦入試、ＡＯ入試が終わったら】 

■入試で面接試験が行なわれた場合、試験後に「面接試験報告書（進学用）」をホームルーム担任 

または進路支援担当者に提出してください。 

 

【大学入試センター試験に出願した皆さんへ】 

■大学入試センター試験に出願した人は、「受験票」等は 12月 14日（水）までに入試センターから 

送付されます。もし「受験票」等が届かない場合、「受験案内」P35を見て対応してください。 

■センター試験日：2017年 1月 14日（土）、15日（日） 

 

【調査書・推薦書の発行について】 

■調査書・推薦書が必要な人は、1階カウンターで「証明書発行願」を受け取り、必要事項を 

記入した上で担任に申し出てください。その際、出願先、受験方式を必ず記入してください。 

また、保護者名（押印）を忘れないようにしてください。（本人が成人の場合は不要です。） 

■調査書・推薦書の発行には 1週間かかります。必要な費用を添えて余裕をもって事務室に申し 

込んでください。推薦書の用紙は願書の中に入っていますので、持参するようにしてください。 

■調査書・推薦書の発行についての詳細は、｢事務室からのお知らせ｣P.13をご覧ください。 

 
 
 
 
 

進路支援からのお知らせ 

進学について 
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【学校紹介で就職を希望する人へ】（『それぞれの未来へ』P.15 参照） 

■学校紹介での就職選考が 9月より始まっています。 

高卒求人票を希望する人・これから就職活動したいと考えている人は、就職担当もしくは担任に声を 

かけてください。 

■応募書類（履歴書・調査書・紹介状）は学校から郵送します。 

応募先が決まった人は調査書を申し込み、履歴書（指定のもの）を作成してください。 

■面接が終わったら、「就職受験報告書」をホームルーム担任または進路担当者に提出してください。 

不適切な違反質問があった場合、学校やハローワークが対応することになります。 

■内定すると辞退することができません。応募の際に慎重に考えてください。当然、卒業が確実である 

ことが求められます。 

■最初の応募で決まらなくても、あきらめず粘り強く就職活動を続けてください。 

 

【縁故紹介や一般求人を見て就職を希望している人へ】 

■家族や知り合い等の紹介（縁故紹介）で就職をする場合、または新聞やインターネット、雑誌の 

一般求人情報を見て応募する場合、各自がそれに応えられるように活動をすすめてください。 

■現在のアルバイトからそのまま正社員に採用というケースも見られます。多くの場合、学校からの 

書類は必要ありませんが、履歴書（市販のもの）が必要になる場合があります。 

 

◇最新のお知らせ 
【進路ガイダンス(大学別進学ガイダンス)】 

 

とき ：2016年 12 月 9 日（金）  15:00～16:00 

ところ：YMCA 学院高校 

内容 ：大学ごとの説明会を行います （教室内に各大学のブースがあります）。 

      生徒・保護者参加可能です。参加にあたって、下記の大学一覧から、同封の「学校別進路ガイダンス 

最終アンケート【記入用紙】」を使って第 1 希望、第 2 希望の大学を選んでください。 

 

希望用紙の提出は 11 月 30 日(水) 17:00 締め切りです。 

番号 大学 番号 大学 

1 大阪経済法科大学 11 京都造形芸術大学 

2 大阪芸術大学 12 京都美術工芸大学 

3 大阪芸術大学短期大学部 13 神戸女学院大学 

4 大阪商業大学 14 四天王寺大学 / 四天王寺大学短期大学部 

5 大阪女学院大学/大阪女学院短期大学 15 太成学院大学 

6 大阪総合保育大学 / 大阪城南女子短期大学 16 帝塚山大学 

7 関西外国語大学 /関西外国語大学短期大学部 17 羽衣国際大学 

8 関西国際大学 18 東大阪大学 / 東大阪大学短期大学部 

9 近畿大学 /近畿大学短期大学部 19 平安女学院大学 / 平安女学院大学短期大学部 

10 京都外国語大学 /京都外国語短期大学 20 桃山学院大学 

  21 大阪千代田短期大学 

 

 

就職について 
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◆「わいわいカフェ」 

飲み物とお菓子を用意して、みなさんをお待ちしています。 

誰かと話したい時、ゆっくりしたい時、気軽にのぞきに来てください。 

 
日時：11月 25 日（金） 12：30～15：00 

 ※日程は変更になることがあります。 
※場所は、当日１階ロビーに案内します。 
校内の掲示も確認してください。 

 

 

◆保健室  

＊インフルエンザについて 

インフルエンザは、空気が乾燥する 9月初めから発生し、2月末頃まで流行が続きます。 

不調を感じたら、早めに病院へ行きましょう。進学や就職のための試験がある人は、特に注意しましょう。 

☆普通の風邪とインフルエンザの違い☆ 

１．突然の高熱（38～39度）と、関節痛・筋肉痛などの全身症状がある 

２．感染力が強い 

３．肺炎にかかるなど、重症化することもある 

☆予防のために☆ 

・人が多いところではマスクをする 

・家に帰ったら「手洗い」と「うがい」 

・予防接種（かかってしまった場合の重症化も防ぎます） 

インフルエンザと診断され、医師の判断によりスクーリングを欠席する時は、学校（担任）へ連絡して 

ください。  

※インフルエンザ等の「学校感染症」は、『2016年度 学務の手引き』P39にも記載しています。 

 

◆カウンセリングスペース 

 

＊開室時間と担当者 

 月曜日：川口 彰範さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 水曜日：西村 博子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 金曜日：道嶋 公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

※保護者の方もご利用いただけます。 

お問い合わせ、ご予約は担当（川口・後藤）まで。 

 

◆Ｙラーニング学習会  

 

 

 

 

日 時…毎週月曜日（10/24～12/22）12：00～12：50 

場 所…3Ｆ ＰＣルーム 

   

 

生徒支援・学習支援からのお知らせ 
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【冬期休暇に伴う事務取扱について】 

■遠隔地への旅行などに必要な学割の申請および通学回数券割引証の申請は、12 月 20日(火) 

（12月 22日（木）発行）までです。 

即日発行はできませんので余裕をもって申し込んでください。 

■レポートの学校への直接提出については、下記のとおりといたします。 

冬期休暇中にレポートを提出する場合は郵送してください。 

  

冬期休暇に伴う

事務取扱期間 

年末 2016年 12月 22日(木)まで 

年始 2017年 1月 5日(木)から 

※12月 28日（水）～1月 4日（水）までは学校休業日です。学校への電話連絡はできません。 

緊急で連絡がある場合のみ留守番電話に用件及び連絡先を録音してください。 

（学校から連絡できるのは 1月 5日（木）以降です。） 

 

【レポート等の再発行について】 

■レポート等、配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙に必要 

事項を記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

■レポートやバーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申し込んでください。 

■レポートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）です。 

 

種  類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

「レポート等諸用紙発行願」 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 1 ｼｰﾄ 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1 枚) 10円 

個人別時間割 100円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

 

 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。 併せて生徒証を作り変えますので写真をご用意 

ください。また、郵便物が転送されるように郵便局に転居届を出してください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出してください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室にある他、『学務の手引き 2016年度版』の巻末にもあります。コピーして使用 

してください。 

 

手 数 料 

事務室からのお知らせ 
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【進学・就職に必要な証明書発行手続きについて】 

■証明書は、必ず事前にＨＲ担任と相談したのち、「証明書発行願（進学用・就職用）」に記入して、 

原則として下記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記② 

(郵送申込)も受け付けますが、電話・ＦＡＸやメールでは申込みできません。 

■証明書発行までに 1週間を要します。下記の表を確認のうえ日数の余裕をもって手続きしてくだ 

さい。 

 

①窓口申込：受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発行願（進学用・就職用）」 

を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口へ手数料を添えて申し込んでください。 

(生徒証明書の提示が必要) 

②郵送申込：『学務の手引き 2016 年度版』巻末の「証明書発行願（進学用・就職用）」をコピーして 

記入押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封して郵送してください。 

（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。発行に日時を要しますので、余裕をもって 

申し込んでください。） 

 

種  類 申込用紙 
通常 英文発行 

手数料 発行日 手数料 発行日 

成績・単位修得(見込) 

証明書 証明書発行願 

 

300 円 受付から

1 週間後 

300 円 受付から

1 週間後 調査書 

推薦書 500 円 1,000 円 

 

証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2通まで 82円 

 ＋280円 3～5通まで 92円 

6～10通まで   140円 

 

 

【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 

■後期講座登録を行わない場合は、就学支援金はありませんが、対象月数が減ってしまいますので 

「休学」の手続きとともに支援金の「停止」手続きを行ってください。 

 

【大阪府私立高等学校等授業料支援補助金制度について（対象者のみ）】 

■今年度の府の補助金は、大阪府へ申請を行ってから決定します。決定次第お知らせをして、 

補助金を給付する予定です。（今年度末の予定） 

給付については生徒本人の銀行口座に振込みで行いますので、あらかじめ口座をご用意ください。 

学校からの通知とともに、銀行口座の届出用紙を送ります。 

※ 三菱東京ＵＦＪ銀行以外の口座については振込み手数料をご負担いただきます。 

対象期間や所得制限など条件によっては補助金の給付がない場合があります。ご了承ください。 

 

 

手 数 料 

発 行 日 

返信郵送料 

料金表 
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「私
わたし

にとって有利
ゆ う り

であったこれらのことを 

キリストのゆえに損失
そんしつ

とみなすようになったのです」 

                （フィリピの信徒
し ん と

への手紙
て が み

3章
しょう

7節
せつ

） 

  

今年
こ と し

のノーベル文学
ぶんがく

賞
しょう

がボブ・ディランに贈ら
お く ら

れるそうです。その代 表 曲
だいひょうきょく

の 

一
ひと

つ、『風
かぜ

に吹
ふ

かれて』。 

 

♪ 人
ひと

はいくつ道
みち

を歩
ある

いて行
い

けば、人
ひと

と呼
よ

べるようになるのだろう… 

なんど爆弾
ばくだん

が飛
と

び交
か

えば、永遠
えいえん

に禁止
き ん し

されるようになるのだろう 

答
こた

えは、友
とも

よ、風
かぜ

に吹
ふ

かれて、答
こた

えは風
かぜ

に吹
ふ

かれている ♪ 

 

  ベトナム戦争
せんそう

や公民権
こうみんけん

運動
うんどう

の際
さい

に米国
べいこく

で多
おお

くの共感
きょうかん

を呼
よ

びました。何
なに

が正
ただ

しいか、 

みな「答
こた

え」が分
わ

からなくなっていた時代
じ だ い

。人間
にんげん

が 考
かんが

え、作
つく

りだしたものがどこか 

おかしい、もしかして違
ちが

っているのではないか、と気
き

づき始
はじ

めた。 

  パウロの語
かた

った言葉
こ と ば

と不思議
ふ し ぎ

に共
きょう

通
つう

します。由緒
ゆいしょ

正
ただ

しい出自
しゅつじ

のユダヤ人
じん

として 

律法
りっぽう

を熱心
ねっしん

に勉強
べんきょう

し、律法
りっぽう

の正
ただ

しさについて非
ひ

のうちどころのない者
もの

と言
い

われていた 

パウロ。人生
じんせい

半
なか

ばまで自分
じ ぶ ん

を支
ささ

えていた誇
ほこ

りや立場
た ち ば

という「答
こた

え」をある日
ひ

突然
とつぜん

か 

なぐり捨
す

て、それらを「塵
ちり

あくた」(8節
せつ

)と呼
よ

ぶことなどなかなかできるものではない。

何
なに

が彼
かれ

をそうさせた？答
こた

えは「キリストのゆえに」。 

  キリストと出会
で あ

ったとき、「キリストを信
しん

じることによる、神
かみ

からの義
ぎ

がある」と 

気
き

づいた(9節
せつ

)。「正
ただ

しい方
ほう

」は自分
じ ぶ ん

ではなく、神
かみ

さまの方
ほう

だった、と。それが 

パウロにとって決定的
けっていてき

な、答
こた

え、となりました。 

♪答
こた

えは、友
とも

よ、風
かぜ

に吹
ふ

かれて♪ 風
かぜ

に吹
ふ

かれ、見
み

えづらいかもしれないが、しかし、 

答
こた

えは、友
とも

よ、 必
かなら

ずあるのです。 

  

（日本
にほん

キリスト教団
きょうだん

 醍醐
だ い ご

教会
きょうかい

  津田
つ だ

 一夫
か ず お

 牧師
ぼ く し

より） 

南
みなみ

ＹＭＣＡ「キリスト 教
きょう

委員会
いいんかい

」2016-11 

今
こ ん

 月
げ つ

 の 聖
せ い

 句
く

 

 

  


